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山梨県の温泉水の形成に関する水質化学的検討

Analysis of hot spring water formation in Yamanashi, Japan
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　わが国は豊富な温泉資源に恵まれている。温泉水の温度や湧出量の変化を議論するためには、水の起源や成

り立ちを把握することが重要である。本研究では、山梨県で2007年と2012年に300地点以上で行われた温泉

資源調査の結果を用いて、温泉水の起源と熱源を明らかにし、それらの空間分布の把握を試みた。水の起源と

して天水起源と海水起源を、熱源として非火山性の地熱、火山性の地熱（マグマ）、スラブ（マントル）を想

定した。水の起源の解析には塩化物イオンを、熱源の解析にはリチウムイオンと水の安定同位体比を用い

た。2年分の全てのデータを整理した結果、水温と湧出量の空間的な分布には特定の傾向は見られな

かった。一方、水質トレーサの分析結果から、海水起源の温泉地は山梨県西部に多く分布し、マグマやマント

ル等の高温の熱源の影響を示す温泉は北西部に集中していることがわかった。この時、高温熱源からもたらさ

れると考えられるリチウムイオンは、西部を貫く断層群の近くで検出される傾向が認められた。また、水安定

同位体比の結果から、天水起源の地下水、スラブ起源の地下水として知られている有馬型熱水、化石海水等が

混合していると考えられた。これらをもとに温泉水の分類を行った結果、上記で想定した水源と熱源の組み合

わせで全て説明できた。
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